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本資料の発表をもって解禁

～ 大河津分水路の最大規模の洪水を想定したまるごとまちごとハザードマップ ～

弥彦村内では初となる｢まるごとまちごとハザードマップ｣標識看板を弥彦

村役場の入り口をはじめ、弥彦村内の２４箇所に設置しました。

この取り組みは、住民が生活する地域の水害の危険性を常日頃から実感で

きるよう、生活空間に想定浸水深を表示するものであり、水害時には命を守

るための住民の避難行動に繋がることを期待しています。

なお、この取り組みは｢水防災意識社会 再構築ビジョン｣に基づく信濃川

中流及び魚野川流域の減災に係る取組方針の一環として実施しています。

（取組方針の参照URL http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/shinanogawa_info/gensai/index.html）

弥彦村に洪水浸水深さ標識を初設置
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弥彦村役場入り口に今回設置した標識（赤枠内）

信濃川河川事務所（河川管理者）と弥彦村（自治体）が協働で計画し、公共施設管理者や集落等の

皆様にご協力頂き、設置しました。


